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「練馬大根」シーズン到来！！ 

数量限定！売り切れ御免！練馬大根販売情報！ 

と き 
①11月15・16日（土・日） 練馬大根特別販売 

②11月20日（木）～    練馬大根一斉販売 

と こ ろ 
①ＪＡ東京あおば農業祭にて （光が丘公園けやき広場 光が丘4-1-1） 

②ＪＡ東京あおば共同直売所（５店舗）にて 

このたび、貴重な練馬大根を葉つき、泥つきで「練馬大根特別販売・

一斉販売」として数量限定 1本 200円で販売する。(特別販売予定本数

1,680本、一斉販売予定本数1,100本。) 

練馬区を代表するブランド農産物であり江戸東京野菜でもある「練馬

大根」は、全国的に有名だが、その生産量はわずかなため市場に出回る

ことはほとんどなく、入手できるのはこの時期だけとなっている。 

特別販売は、ＪＡ東京あおば主催の農業祭にて特別販売ブースを設け

て行う。毎年大行列ができるほどの人気で、幻の大根を求める人で溢れる。 

一斉販売は、ＪＡ東京あおば管内の５つの共同直売所で販売する。毎

年、新鮮な練馬大根を食卓の一品として味わうことを楽しみに購入する

方で賑わう。 

本数に限りがあるため、両日とも売り切れ次第終了。 

練馬大根特別販売 

（平成25年度農業祭    

販売の様子） 

 

【販売場所】  

  

 

 

 

 

 

 

 
【全国的に名を馳せた“幻“の大根】  

大根の練馬か、練馬の大根かと言われるほど全国にその名を轟かせた練馬大根だが、現在市場

には出回っていない。およそ３００年前の元禄の時代から栽培されるようになり、その後、主に

漬物用として広まっていたが、干ばつやモザイク病の発生、食生活の変化などにより、昭和30

年ごろから栽培が減り、現在では“幻”の大根となっている。 
 

【練馬大根育成事業】 

 区では、区民からの練馬大根復活の要望を受け、1989（平成元）年から保存・育成事業に取

り組んでおり、ＪＡ東京あおばや区内農業者と力をあわせ、現在も練馬大根の増産に努めている。 

平成 26年度には、20戸の農家の協力のもと約 14,０00本の練馬大根を生産し、生大根や

沢庵漬けの販売、収穫体験イベントなどを実施している。また、約4,500本を区立全小中学校

の給食食材として使用し、地産池消の促進と食育への活用を図っている。 
 

【問い合わせ】産業経済部 都市農業課 農業振興係 電話０３－５９８４－１４０３ 

販売に関する問い合わせは  

ＪＡ東京あおば地域振興部 

（電話03-5910-3066）までお願いします。 

事前のお知らせ 


